
今回のシャングリラ足助は、参加者数284名 の

開催となり、ご参加いただいた皆様におかれまし

て、この場を借りてお礼申し上げます。

ご都合により参加できなかつた皆様は、是非この

報告書を参考にして地 i或 づ<り に活かして<ださ

い !!
なお、当日の模様が httけ ,asuke tv,′ で配信さ

れていますので、こちらも是非ご覧ください。

■饉日8甲慮24揮3日
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大江正章 氏

ジャーナリスト

出版社「コモンズ」代表

地域づくり懇談会では、まず大江T章氏から若者

が住み続けられる地域 とはどのような t)の かについ

て語つていただいた。

一現代の豊かさ、幸福とは

現代は、GNPが増力日しているに t)関わ らず、国民

の生活満足度が 1980年代 14ばをピークに して増加

していない。また、都 市か ら農 山村 に向か う若者が

増加 してお り、物質的な豊かさや都 市化す ることが

幸福に繋がるとは限 らない。

現代は、 これまでの都市化一辺倒の方針を見直す

時代であ り、過去の農山村の暮 らし方、仕事の仕方

を評価 しなおす時代でもある。

一農山村の可能性
現在、「農 Jに対するイメージが変わつてきている。

安全・安心な食べ物を求めて自分達の食べる分だけ

野菜を作ろ うとす る流れが大きくなっている。 この

意味で、足助は都市部に近 く、 こうした流れを受け

止める立地条件は整っている強みがある。

しかしながら、農家・農村に対する負のイメージ

である閉鎖的な人間関係、仕事がない状況などは、

根強く残っている。

こうしたギャップをどのようにして解消するかが

若者の住み続けられる地域にするための重要なポイ

ン トになってくる。

一農山村の価値の発見
L越市にかみえちご山里ファンクラブ とい う若者

が中心の NPO団体がある。彼 らは、ヨソ者の視点で

農山村の価値を発見 し、マイナス として捉 えられて

いた農 I!1村 をプラスに転化 し、地域 をフィール ドに

して、棚 田学校、食のまかない力体感 ツアーな どの

仕事を創出 した。農 山村に魅力を感 じる彼 らのよう

な若者は、積極的に地域に溶け込もうとする し、彼

らが新たなつながりを作 り出す。

農山村の開鎖性 と仕事がない状況を打開するには、

彼 らのような若者と共に地域づ くりをしていくこと

が重要である。若者が新たな価値を発見 し、仕事を

創出しながら、農山村を求める様々な人に開かれた

農山村を提供する。

大江氏は以上のように述べ、こういった地域を愛

するヨソ者 と一体となった地域づくりの延長線上に

若者が住み続けられる地域 とい うものがあるのでは

ないかと持論を展開した。

大江氏の講演に続 き、加藤英司氏をコーデ ィネー

ター として、現在足助地区内に在住の 3名 の若者 と

意見交換 を行った。

一多様な足助の魅カ
ゲス トの 3名 の若者は、それぞれ Uタ ーン、Jタ

ーン、Iタ ーンとい う経歴の持ち主だ。彼 らは、それ

ぞれの理由で足助に魅力を感 じ、足助 に居住 してい

る。誇 りある 「ふるさとJと しての魅力、家族が′心

豊かに住める場 としての魅力、自己実現す る場 とし

ての魅力。 こういった多様な魅力を現在の足助 は持

つている。

一これからの足助が持つべき強み
多様な魅力を持つ足助は、多様な人材を引きつけ

ている。人江氏の講演にあつたように、足助に居住

しているかは別にして、こうした足助を愛する多様

な若者を受け人れることの出来る地域、共に地域づ

くりをする地域となることが、若者が住み続けられ

る足助に繋がるのではないかと、加藤氏は締めくく

コーディネーター

加藤栄司 氏

愛知県交流居住センター

事務局長

った。



軸薩機濾 鬱 亀Q
足助地域会議からは、提言事業の進捗状況と来

年度から新たに始まる事業について報告があっ

た。

進捗状況の報告では、支障木伐採事業、歴史・

伝統文化保存事業、定住おためし体験住宅、耕作

放棄地防止事業の 4事業について紹介された。

支障木伐採事業、耕作放棄地防止事業は、順調

に進められているが、歴史・伝統文化保存事業、

定住おためし体験住宅は今年度で終了するとの

ことだ。 しかし、歴史・伝統文化保存事業は、有

志が引継ぎ来年度以降も「間き書き集Jを作成 し

ていく。また、定住おためし体験住宅は、新盛に

設置された里山くらし体験館がその役割を担 う

とのこと。色々な形になつて、地域会議の提言事

業は引継がれているようだ。

来年度からの新規事業では、若者が住み続けら

れる足助をめざし、2つの事業が実施 されること

椿立地域づ く り推進委員会

椿立自治区では、平成 18年度から平成 23年

度にかけて、3つの地域でわくわく事業に取 り組

み、椿立自治区周遊コースが完成 したと報告 し

た。

わくわく事業に取 り組んだ当初は、集落の中か

ら文句の 1つや 2つ が出てくるものだと覚悟 し

ていたが、フタを開けてみれば笑顔で作業をする

皆がいたとい う感動的なエピソー ドも紹介 され

た。地域住民が一九となって、地域づくりに取 り

組む椿立自治区には活気が張つている。

NPO法人共存の森ネットワークも、椿立には

関わつているようで、これからの椿立自治区がま

すます楽しみだ。

が発表 された。 1つは、慢性的な空き家不足状態

の解消のため、「空き家発掘交渉隊_を結成 し、

空き家の発掘を推進するとい う「空き家の提供支

援による定住促進事業」。 もう1つが、足助出身

の若者に足助地区の情報を届け、足助 とのつなが

りを絶たないことで、Uタ ーンを促進する「あす

け通信による Uタ ーン促進事業」だ。若者の定

住は、足助地区の抱える最大の課題である。強力

に推進 して「若者が住み続けられ る足助」として

|ま しい。

賀が彙く1機鳩

足助地 区 コミュニテ イ会議

足助地区コミュニテイ会議は、今年度のテーマ

を 「拡げよう参加の和 (輪)Jと して、一層の参

加と充実をめざして活動を進めた。

福祉部会は、6回の交流会を実施 したほか湯浅

景元氏による講演会などを実施 した。環境部会

は、l_川周辺の環境整備 LifeR市 erキ ャンペーン

に協力するなどした。安全・安心部会は、群馬大

学教授の片田敏孝氏による防災講演会を開催す

るなどした。文化部会は、市政 60周年記念式典

に参加 しお姫滝幻想を L演 した。以 L、 4つの部

会の活動報告のほか、長野県売木村での地域づく

り研修、足助まちづくリサロンについて報告を行

った。



足助 中学校

総合的な学習の時間を利用して、地域のことに

ついて学んできた 3年生からの発表。「地域 と共

に生きる」をテーマとして、これまでお世話にな

つた地域に対 して自分達は何ができるのかを考

え、実行に移 した。

C組は「地域の方と二人三脚」をテーマに農業

の課題に取 り組んだ。都市の農業を知るため、修

学旅行先で先進的な農業技術を学んだ。そして、

足助で実際に農業に挑戦。イノシシに荒 らされる

など、苦労をしながらも地域の人に支えられ、作

物を収穫することが出来た。C組は、地域の人と

の農作業を通じて、多くのことを学び、自然を生

か して足助をもつと活性化 させたいと強く思 う

ようになった。

まちづ<り部会
まちづ くり部会は、足助 自治区のまちづ くりに

関する意思決定機関である「足助まちづ くり推進

協議会 」の専門部会の 1つだ。景観 と観光を軸と

して様々な活動を行っている。

重伝建 を記念 したシンポジウムで、足助 自治区

が 目指す将来像 として「足助まちづ くり宣言Jが

推進協議会か ら発表。この1■来像 と既存の数多 く

の地域づ くり活動 を結びつ ける役害1を 果たす の

が 「まちづ くリプラン」だ。

現在、東京大学が地域住民 とのワークショップ

を通 じて作成 した素案を口‖き台 として、まちづ く

り部会にて「足助の未来への挑戦」としてまちづ

くリプランを検討 している。

B組は、県内で初の重伝建に選定 された足助の

町並みを守 りたいとい う想いか ら、「足助歴史浪

漫守 り隊 3B!!」 を結成 した。 旧紙屋鈴木邸の清

掃活動な ど実際に足助 の町並み を守る様々な活

動を行った。足助の歴史的価値に触れた B組は、

今ある景観 を残 しなが ら、まずは足助の人たちに

その価値を知って t)ら いたい と締めくくった。

A組は、川 に関わる足助の活動を していこ うと

「足助人伝～川追及 記～」 をテーマに活動 を開

始。これには、足助の良さを知って、それ を伝え

る足助人にな りたい とい う想いが込め られてい

る。A組は、地域の人から話を伺い、今の足助が

あるのは地域 の人の色々な/f動があるおかげだ

と知 った。そ こで、川 を綺麗 にす るといわれ る

EMだ んごを巴川に投げ入れた り、EM液 の配布

を行ったほか、万灯まつ りの手伝いを行つた。

学級単位での活動の他に t)、 地域の人に支 えら

れ様々な活動を経験 した足助中学 3年生達。中学

卒業後 も、地域活動に積極的に参加することで、

恩返 しをす ること。足助の良さを伝 える足助人に

なることを宣言 した。彼 らのような若いL代が頑

張つている。大人も負 けてい られない。

2年間お疲れ さま‖

第 3期足助地域会議は、 2年間の任期を迎え

た。地域会議会長は、任期満了を迎えてのあいさ

つで、様々な地域課題に即効性のある事業は中々

見つからないが、地域住民と一緒に取 り組んでい

ることが出来れば、確かな成果を得ることが出来

ると述べた。地域会議 と地域住民で手をつない

で、足助の地域づ くりを進めていければ嬉 しいと

述べた。

参加していただいた皆さんありがとうございました。皆さ

んにいただいたァンケートのご意見は、地域会議で検討
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足助まちづくり推進協議会

を続けていきます。


